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地区名 子の名 保護者

はじめまして。赤ちゃん。

ご冥福をお祈りします。

※
右
記
１
月
受
け
付
け
分
（
敬
称
略
）
情
報
は
、
広
報
紙
掲
載
に
対
し
て
、
ご
家
族
等
に
同
意
を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

地区名 亡くなった方 満年齢

死亡後の手続きについては

町ホームページをご覧ください。

愛南町
ホーム
ページ
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城辺俳句会　加納 幸
さ ち こ

子さん（御荘平城）

▶俳人をご紹介します

「季語の力を借りて生活を詠む」俳句を学んでみたいと思った
きっかけは、大和田先生の教えでした。城辺俳句会に参加させてい
ただき毎月五句の投句と月一度の句会、今はコロナ下で中止となっ
ていますが、月一度の吟行とその後の食事会を楽しんでおりました。

　　句会では、それぞれが五句投句し読み手に委
ね、読み手は選句した感想を述べ合います。自分
と同意見や違った解釈があり、新鮮で奥深くそれ
らがまた魅力でもあります。
　　難しいですが、風や花や生活に思いを寄せて、
今、俳句に携わる日々をありがたく思っています。

弥
生


